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３０周年記念  応援歌「燃えよ青春」 
昭和６１年 仲 秋    

作詞  村 川 晨太郎 

作曲  加 賀 美 江 
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２ 学 校 概 要 
 

（1） 校    名        福岡県立折尾高等学校 

（2） 位     置         北九州市八幡西区大膳二丁目２３番１号 

（3） 校    歴  

 （折尾高等女学校） 

大正７年３月５日     福岡県私立折尾高等女学校として設立認可される。 

（創立者 三好セキ女史） 

昭和23年４月１日    学制改革により県立折尾高等学校となる。 

昭和24年４月１日    福岡県立東筑高等学校と統合（南校舎） 

 （八幡市立商業学校） 

昭和14年２月        八幡市立商業学校として設立認可される。 

昭和23年４月        学制改革により八幡商業高等学校となる。八幡市大場ヶ谷小学校 

校舎に移転 

昭和24年４月１日    福岡県立東筑高等学校と統合（南校舎） 

 （折尾高等学校） 

昭和31年４月１日    福岡県立折尾高等学校設置公示 

昭和31年５月10日   県教育委員会告示第34号を以って福岡県立東筑高等学校より 

分離設置 

昭和31年10月12日  開校記念式 

昭和32年３月３日    第１回卒業式 

平成15年４月１日  商業科が総合ビジネス科に、情報管理科がビジネス情報科に、家政科が   

生活デザイン科に科名変更となる。 

平成28年11月３日   創立60周年式典 

令和４年１月     福岡県高等学校入学者選抜において特色化選抜を実施する。 

           総合ビジネス科及びビジネス情報科を「商業に関する学科」としてくく    

り募集を行う。 

    令和４年４月１日   スクールポリシー「おりこうism～未来の自分は今日の自分がつくる 

                              未来の社会は私たちがつくる～」 

 

 
❒校章の由来 

本校の丘の下に流れる堀川は、江戸時代黒田藩の重臣栗山大膳の手によって完成されたが、この

黒田藩の紋である藤にヒントを得て、向上発展の意味をもたせて上り藤とした。 

藤はまた本校の実践目標の中心である礼節を表している。   

これに三枚の葉と若芽を配したのは創業を意味した訳である。そして中央上部に篆書で「高」を 

 加えた。  
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３ 生 徒 心 得 
 

◎校訓「礼節・誠実・品性」を行動の規範とすること。 

 

 礼  節  思いやりと礼儀を身に付けた生徒 

  誠  実  真心と責任感のある生徒 

  品  性  品格と高い志を持つ生徒 

◎一人ひとりが「おりこうブランド」の発信者であることを自覚し、全校生徒の進路実現を支える行動 

を意識すること。 

 

＜学習＞ 

   自ら進んで学習に取り組み、予習復習等の自学を怠らないこと。 

＜部活動＞ 

  部活動は、人間形成において大きな役割を果たしている。いずれかの部に所属することが望ましい

が、部活動に未加入の生徒も生徒会活動・学校行事には積極的に参加し、自己の向上に努めること。 

＜礼儀＞ 

   人に対して、学校の内外を問わず元気な声で挨拶をすること。また言葉遣いは、丁寧に、正しく、

美しくすること。 

＜登下校＞ 

 ・地域住民やその他通行の妨げにならないよう、マナーアップを心がけること。 

・歩道や歩行者用の白線があれば必ずその内側を通行すること。 

・スマートフォンやイヤホンを使用しての通学は厳に慎むこと。 

  ・８時３５分までに教室に入室しておくこと。 

  ・やむを得ず遅刻、欠席をする時は、８：３０以前、１７：００以降の連絡については、本校ホーム 

ページの「欠席・遅刻等連絡フォーム」によって送信すること。 

・交通機関が遅れた場合は、遅延証明を担任に届け出ること。 

  ・自転車通学は必ず許可を取り、通学用自転車には専用ステッカーをつけること。 

＜所持品＞ 

 ・所持品には学年・組・氏名を明記し、自己管理すること。 

  ・刃物、化粧類、装飾品類、漫画・雑誌類、ゲーム等、授業に関係ないものを校内に持ちこまないこ

と。 

 ・机、ロッカー内に許可された物以外の物を置いて帰らないこと。  

＜服装・頭髪＞ 

 服 装 登校する際は必ず制服を着用すること。また、以下の規定を遵守し、清潔さを心がけること。 

        ・スカート・・・丈は膝の線までとする。 

    ・スラックス・・・スラックスの裾はくるぶしまでとする。 

            ※スカートやスラックスの補整は生徒指導主事の許可を得ること。 

    ・ネクタイ･リボン・・・ 裏に記名し、正しく着用すること。 

    ・ボタン・・・ 常に留めておくこと。 特に袖のボタン、胸の第1ボタンに注意。 
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    ・ネーム・・・卒業生から譲り受けた場合は生徒指導主事の許可を得て、ネームタグの付け替 

           えをする。 
    ・ベルト・・・ スラックス着用の場合はベルトを着用する。色は黒､紺､茶とし、華美でないデザインと 

する。 

        ・通学靴・・・ 黒・紺・茶のローファー。ヒールアップのものは不可。または白･黒・紺・茶を基調と 

するスニーカー。ハイカットシューズは不可。靴紐は原則として、靴の基調となる色に 

合わせる。 

    ・靴下・・・・ 白の靴下とし、ハイソックスやくるぶしソックスは不可とする。ワンポイントは、メー 

カーロゴのみ可とする。ただし、ストッキングを着用する場合はベージュとし、タイツ 

着用の場合はベージュ又は黒とする。黒タイツ着用の場合は、白の靴下は履かない。 

    ・マフラー及び・・・・・・通学に見合うものとし、華美でないものとする。ただし、マフラーについて 

ネックウォーマー    は、事故や犯罪の未然防止の観点から、巻き終わりを前にし、上着の中に入 

   れる。また、長いマフラーは不可とする。 

    ・防寒着・・・・通学に見合うものとし、華美でないものとする。なお、防寒着を着用の際は必ずブレザ 

 ーを着用すること。 

    ・セーター・・・着用する場合は学校指定の物とする。 

    ※［ネクタイ・リボン］［スカート・スラックス］の組み合わせは自由とする。 
 

頭 髪  頭髪は常に清潔に調整し、パーマや染髪など手を加えてはならない。 

１ 前髪は眉下にかからないこと。眉より長い場合は切るかピンで留めること。 

２ 肩にかかる場合、切るか結ぶこと。結ぶ場合は、横髪等が顔にかからないように、しっかりと耳の高さか  

ら後ろにながして結び、必要な場合はピンで留めること。結び目は、眉尻の下のラインを超えて結ばないこ 

と。ゴムの色は黒・紺・茶の単色とし、ピンは黒のヘアピンとする。                                                                                                                                                                           

３ もみあげを長くしないこと。ひげはきちんと剃ること。 

４ 極端なかりあげなどのデザインカットは禁止。 

５ ドライヤーをかけ過ぎないように注意すること。変色した場合は、自然に変色した場合も含め、カット等 

指示に従って対処すること。 

                                                                                                                                                                      

     

その他  爪は伸ばさない。マニキュア厳禁。 

      眉毛は原則扱わないこと。 

      ピアス、指輪、ネックレス、カラーコンタクト､化粧品類等は禁止する。 

      上履き・・・名字のみを漢字で大きく記名する。 

      鞄・・・・・鞄は、通学に見合うものとし、華美でないものとする。 

      スマートフォン・・・持ちこみを可とする。校内では電源を切り使用を禁止するが、授業等で利用す 

 る場合はその限りではない。 

※考査中、スマートフォンの教室内持ち込みは禁止する。 

      めがね・時計等・・・着用する場合は、進学・就職試験時に着用できるものとする。  
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４ 自転車通学者注意事項 
 

  自転車通学者は、通学許可（下記項目）を受けた自転車で、交通ルール・マナーを守り安全運転に

心掛け、歩行者・地域住民および自動車等のドライバーに迷惑をかけないようにすること。 

   

    

■自転車通学許可項目 

  １．防犯登録 

  ２．鍵が装着されていること。装着されていない場合は準備すること。 

  ３．ライト装着。薄暗いときは早めに点灯すること。 

  ４．荷台またはカゴが必ず装着されていること。 

  ５．泥よけを装着すること。 

   ６．自転車保険の加入 

  ７．自転車用ヘルメットの着用 

以上の条件を満たし確認できればステッカー（１５０円）を後輪の泥よけに貼ること。 

 

■自転車通学禁止・注意事項 

  ・無許可自転車（ステッカーなし） 

 ・二人乗り（ステップ取り付け禁止） 

  ・片手運転（スマートフォン・傘・荷物等を片手で持ち運転） 

  ・雨天時の傘さし運転（合羽は許可） 

  ・イヤホンをしての運転 

  ・自転車通学路以外での運転（テニスコート横の坂道、正門前道路、堀川沿い） 

  ・水巻に至る急坂での運転（自転車を降りて押して歩く） 

  ・校外駐輪 

   また、以下のマナーを厳守のこと。 

  ・曲がり角では一旦停止するなど十分に減速し、オーバーランしない。 

  ・基本的に左側１列通行であり、絶対に並列で通行しない。 

   また、盗難・故障等で別の自転車に変更・短期間の臨時自転車に乗ってきた場合は、必ずその日

の朝に生徒指導部自転車通学担当に連絡すること。臨時自転車が長期に及ぶ場合は、臨時のステッ

カーを自転車担当係からもらい必ず後輪の泥よけに貼ること。 
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５ アルバイト規定 

 
１ アルバイトに関する基本的な考え方 

    アルバイトは原則禁止である。ただし、家庭の経済状況が困窮してお

り、やむを得ないと認められる場合に限り、以下の条件の範囲で、保護

者の責任の下許可する。 

２ 許可条件 

（１）新規申請する場合は必ず保護者同席で説明を受けること。（年度を

超えて継続する場合は申請書を再提出する。 

（２）１年生は、申請を二学期始業式以降とする。一学期は高校生活に慣

れるため、学校生活に専念する。 

（３）３年生の新規の申請については、原則として、進路決定を最優先し

学校生活に専念することを目的に、１０月以降申請を受け付けること

とする。なお、２月１日以降（三学期の期末考査終了後）は、家庭の

経済状況に限らず、新規の申請を認め、学校生活に支障のない範囲で

アルバイトを許可する。 

（４）以下の ア ～ ク を遵守すること。 

   ア 学期末評価において平均点が１２０点以上であること。 

   イ 学期末評価において欠点科目がないこと。 

ウ 遅刻・欠席がほとんど無い。 

エ 問題行動を起こさない。 

  オ 酒宴を伴う職種（居酒屋など）は認めない。  

カ 就業時間は２０時３０分までを限度とする。  

キ 考査３日前から考査終了前日までは中止とする。  

ク アルバイトを許可されている者で、現在のアルバイトを辞める場合 

  は速やかにアルバイト終了報告書を提出すること。 
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６ 社会のルールについて 
 

１ 規範(＝ルールを守る)意識を高めること。 

   良いこと悪いことの判断を身に付け、学校のルール（校則）を守り、社会の一員としての自覚を 

もち行動できる人物になること。 

 

２ 自分も他人も尊重できる人物になること。 

   良好な人間関係を継続させるために自分と他者は別の存在であることを理解しておくことが重要 

 である。自分も相手も尊重できる大人になること。 

 

３ 薬物乱用の禁止（絶対ダメ！！） 

 病気治療以外での薬物使用は禁止である。特に、覚せい剤、コカイン、ＬＳＤ、大麻（マリファ 

ナ）、危険ドラッグなどの違法薬物は、ハーブや芳香剤に見せかけて、インターネット等で販 

売されているが、違法薬物は、たとえ１回だけの使用でも乱用になり、同時に犯罪になる。 

   これらの薬物は、あなた自身の健康を損なうばかりでなく、常習性があることから１度でも使 

用してしまうと、やめることが難しくなり、乱用を繰り返し、薬物依存の状態になってしまう。 

薬物乱用は禁止。絶対ダメ！！ 

 

 

 

７ 外 部 相 談 窓 口 
 

■１８さいまでのチャイルドライン 

チャイルドライン北九州  ☏０１２０－９９－７７７７ 

 ■北九州市ヤングケアラー相談支援窓口 

  ☏０９３－４８２－６５７７ 

■ネットトラブル相談窓口  

電話による相談窓口  ☏０１２０－４９４－１００ 

  ＬＩＮＥによる相談は、次のＱＲコードから 

友達登録のこと。 

（または、＠９６８ｂｃｖａｘで検索） 
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８ 教 務 規 定（抜粋） 

第４条 忌引の日数 

      忌引の日数は次のとおりとする。ただし、葬儀の日を含む連続した日 

数で、土・日・祝日、学校休業日も以下の日数に含む。 

    １ １親等（父母）……………………………………………７日以内 

        ２ ２親等（祖父母・兄弟・姉妹）…………………………３日以内 

        ３ ３親等（曾祖父母・伯父・伯母・叔父・叔母）………１日 

第11条 欠 課 

欠課とは、下記の事由により授業を受けなかった場合をいう。 

   １ 健康上の事由で保健室等において休養し、授業等に出席しなかっ

た場合。 

２ 停学指導により授業等に出席しなかった場合。 

   ３ 定期考査並びに実力考査を受験しなかった場合。 

４ 授業時間等において、20分以上空席にした場合。 

第22条 評  価 

評価は、観点別評価を基本とし、総合的判断により各教科・科目担任が行い、教科会 

議を経て成績会議に付する。 

    １ １・２・３学期末の成績は、考査点１００点、活動点１００点の合計２００点で評価した

観点別評価ＡＢＣと評点で表し、学年末は各学期末における観点別評価と評点を相加平均

（小数第一位を四捨五入）したものと、５段階法で評価する。 

      第３学年については、上記に加えて１・２学期とも５段階法で評価する。 

      各科目の各学期末毎の評点は平均点が１３０点～１５０点になるようにする。 

      尚、考査を実施しない科目は、活動点（実技点を含む）２００点で評価する。 

    ２ 各学期末の評価は、教科・科目の目標や特性を踏まえて、定期考査、実力テスト、課題・ 

レポート、小テスト、ルーブリック評価等を用いて、「知識及び技能」「思考力・判断 

力・表現力等」「主体的に学習に取り組む態度」の３つの観点で総合的に行う。 

    ３ ５段階法による評価は下記の基準により行う。                 

  

    

 

 

４ 各考査問題の作成に当たっては、生徒の学力を適切に判定出来るようにするために科目の  

 平均点が７０点程度になるように作成する。 

    ５ １・２学期末の評点が８０点未満のもの（以下、成績不振者という）に対しては十分な指 

   導を行い、その結果一定の成果が認められた場合は、該当する３観点の成績を配点内 

（３観点合計８０点を上限）で修正する。  

第23条 定期考査の不受験 

定期考査を不受験の場合は、下記基準によって見込み点を与える。ただし、正当な理由 

なく受験しなかった場合は、０点とする。 

５段階評価 １ ２ ３ ４ ５ 

評  点 0～79 80～99 100～129 130～159 160～200 
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    １ 中間・期末のいずれかの考査を受験しなかった場合。 

         （１）忌引、出席停止、公式試合、就職進学受験、公傷………… 100％ 

         （２）やむを得ない事由で欠席（医療機関等の証明書提出）……  80％ 

          （３）その他やむを得ない事由と校長が認める場合での欠席 

                     （関係機関等の証明書提出）……  80％ 

２ 中間・期末の両方の考査または３学期期末考査を不受験の場合。 

            見込点は未受験考査に最も近い受験考査の観点別得点（クラス平均点は小数第二位を四捨 

五入）を使って計算する。 

第26条 履修と修得 

        １ 履修および修得は、次のように定義する。 

履修：各教科・科目および特別活動等の欠課時数が１単位につき３分の１時 

間を超えていないこと。かつ、修得に向けて十分な努力をしたと認め 

られる場合、履修を認定する。 

修得：各教科・科目については、それを履修し、200点法による学年末の成績        

評価が80点以上の場合、修得を認定する。特別活動等については、それ 

を履修し、所定の目的を達したと認められる場合、修得を認定する。 

        ２ 生徒は各学科において本校の教育課程表に示された、すべての

教科・科目を履修しなければならない。 

 第29条 進級の認定 

     次に掲げる全ての要件を満たした場合は、進級・卒業を認める。 

        １ 欠席日数が出席すべき日数の３分の１を超えない者。 

        ２ 当該学年における各教科・科目、特別活動の全てを履修した者。 

        ３ 第１学年、第２学年における各教科・科目の未修得単位数が４単位を超えない者。  

        ４ 第３学年における各教科・科目の未修得単位数が５単位を超えない者。 

        ５ 校納金等を完納した者。 

第30条 卒業の認定単位数 

     卒業の認定は、７４単位以上とする。 

ただし、別に第29条の全項を満たさなければならない。 

 第31条 追考査（学年末追試） 

     学年末成績で単位未修得科目が３科目以下の者については、追考 

査を行う。追考査による単位認定は、教科会議・成績会議の審議 

を経て校長が行う。 

 第32条 原級留置 

     進級または卒業の認定条件を満たさない場合は、職員会議の審議を経て、  

 校長が原級留置を決定する。この場合、次年度において教育課程に示され  

る当該学年の教科・科目の全てを履修しなければならない。  
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